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論文題目 Machineh'anslation resource development for low-resourced language pairs 
近年における機械翻訳の発展には二つの理由が考えられる。 つ目は文法に基づく方法や
統計的情報を利用する、精度の高い翻訳方法であり、二つ目は単一言語の知識表現から二言
Eコーパスまでの幅広い機械翻訳資源である。しかし、理論的にはほとんどの翻訳方法がす
べての言語ベアに適用できるが、多くの言語ベアで最も基本的な翻訳資源が不足しているた
め、実際には実現不可能である。
本論では官il訳資源が少ない言語ペア、また使用鎖皮が少ない言語ベアの機械翻訳の可能性
を探究する。この問題に対して二つのアプローチが考えられる。既存の翻訳システムの再利
用と、機械翻訳資源、の自動生成である。
対象とする言語ベアには使える人的資材も少ない。そこで、提案する解決方法が多くの言
諮ベアに適応できることが重要になる。そのためにはローコストとロバストな解決方法が必
要である。以下にその方法を述べる。
本論の前半ではトランジティプ機械翻訳、つまり中間言語を介した翻訳方法を研究する。
成功条件として、対象となる言語と中間言語の特性、また構成する機械翻訳システムの精度
があげられる。
本訴iの後半では機械翻訳のための二言語翻訳資源を自動生成する新しい方法を促衆する。
自然言語を記述するには「内蒋Jと「構造」の両者が不可欠である。「内容」は言需に使われ
ている話会、「構造jは語棄を支配する構文や文法規則に現れる。 二言語の設定では二言語辞
書とトランスファ一規則が内務と構造の最も基本的なものだと考えられる。
二言語辞書の自動生成には中間言語への辞書とワードネットを利用する。第一ステップと
して利用する辞書において原言語と円標言語のリンクが翻訳候補として生成される。第二ス
テップでは話禁データベースから得られた情報で交換l時に入った雑音を消去する。
トランスブァ一規則の作成には小さなパラレノレコーパスを利用する。構文解析したコーパ
スから最も頻度が高い文法規則や文パターンに関するトランスプア一規則を自動的に推定す
る。
本論で提案した資源生成方法を、機械翻訳資源が少ない言語ベアの一例としてハンガリー
諮・日本語で例証している。また、以上の方法をフリーツ ノーレとしてインプリメントし、自
由に使用できるようにしている。
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論文題目・ Machineh'anslation resource development for low-resourced language pairs 
The rapid evolution of machine h'anslation in 1'ecent decades can be 
ath'ibuted to two lllain factors目 higluyefficient lllachine h'但ls1ationlllethods， 
varying fl'Oll grallllllatical to statisticallllodels and development of h'anslation 
r巴sources，ranging fl'Oll 1ll0nolingual knowledge representations to bilingual 
corpora， However， while theoretically 1ll0st h'anslation lllethods can be 
implelllented with alllanguages， practically this is not always achievable， since 
numel'Ous language pairs lack even the 1ll0st basic h'anslation knowledge 
This thesis explores the pl'Ospec匂 ofmachine h百nslationbetween low 
resourced languages， We can th1rホ oftwo basic lllethods 1r1 deal1r1g with this 
pr由 lem:(1) r巴ーUS1r1gal1'eady existing lllachine h'anslation systen町 (2)generate 
th巴necessa1'yh'anslation 1'esources， Because of th巴low-resourc巴dcharacteristic 
of th巴 chosenlangllages， ithas to b巴 low-costand 1'obllst for assilllilation 
purposes， 1'egardless of the sollltion 1ll巴thod，1r1 o1'de1' to be illlplelllentable with 
any language pail'. 
First， this thesis challenges the pl'Oblelll by investiga也19the possibility of 
h百nsitivemachine 廿anslation，with the 1r1仕odllctionof a thi1'd， int巴l'mediate
langllage between the two 1rtitiallangllages， The lla1r1 purpose is to deterlll1r1e 
whether the characteristic of the constihlent langllages 01' the accuracy of the 
constihlent systellls plays a bigger role 1r1 a sllccessflll h'ansitive lllachine 
h'anslation systelll 
Next this thesis deals with the problelll by prOpOS1r1g new bilingllal 
h'anslation reSOllrces， Wi出 thelexicon and the granunatical rtues be1r1g the 
elelllents吐1atbest describe吐.1ebasics of the cOlilellt and stmctlt/'e of a langllage， a 
lllethod for each in a bilingual envil'Onll巴ntis pl'OpOS巴d， The bil1r1gllal 
dictionary gen巴l'ating1ll0del lIses an intel'lllediate language and WordNet to 
generate a new bilingual dictionary， The dictionary is used to C01U1巴ctenh'ies 1r1 
the source and target languages that are possible h'百nslations of each other， 
while with the lexical database the elToneous 1r1ks are eliminat巴d， The 
granunatical rule/ sentenc巴 pa抗erngenerating 1ll0del uses a sllal parallel 
corpus of the two languages to generate th巴1ll0stfrequent basic granunatical 
rlles and sentence pa抗erns，
Th巴 pl'Oposedm巴thodsa1'e exemplified with th巴 ]apanes巴HlIngarian
language pai1'， Both 廿但ls1ationresource g巴nel'atingmethods a1'e also available 
as e' 
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学位論文の審査結果の要旨
機械翻訳においては、翻訳対象となる2つの言語の問の翻薄R辞書や文法情報などの翻訳資源
が必要不可欠である。本論文は、翻訳資源が少ない言静〈ア、また使用頻度が少ない言語ベア
に対する樹戒翻訳の可能性を探究したものである。例として、ハンガリー語と日本語とのベア
を用いているが、手法そのものi太どのような言静ペアにも適用できるものである。
第1童書は、機械翻訳の代表的な手法、すなわち、規郎に基づく手法、例文に基づく手法、統
計的手法の3つを紹介し、機械翻訳システムと言語の問題に言及している。また、論文のアウ
トラインについて述べている。
第2章は、研究の目的である、機械翻訳資源の生成、特に二言語辞書の生成と、翻訳用の文
法規貝IJの生成について述べている。
第3章は、中間言語を介した翻訳方法(transitivemachine translation)について述べている。
事例として、ヨーロッパの諸言語間での機械翻訳の評価を言語ベアごとに比較している。また、
ハンガリー誇と日本語との聞で英語を介した実験を行い、結果として生じる誤りをどのように
防いで、翻訳精度を向上させるかについて言及している。
第4主主は、二言語辞書の具体的な生成方法を述べている。これまでの単純な中間言語を介す
る方式に対して、言語に使われている語葉を「内容」として記述し、語禁を支配する構文や文
法規則を「構造j としてとらえている。この章では「内容」の部分を扱う。辞書の語象的な部
分であるこ言語辞書を、中間言語とワードネットを利用して精度を高める方法が、 2つのステ
ップ、すなわち、原言語と目標言語のリンク、データベースの情報を用いた雑音除去を用いて、
具体的に述べられている。
第5章は、「構造」の部分の作成である。二言諮問の翻訳を行うには、トランスブァー規則が
必要である。ここでは、小さなパラレノレコーパスを利用して、構文書勃庁したコーパスから、最
も頻度の高い文法規則や文パターンに関するトランスファ一規則安自動的に推定している。
第6章は、結論で、本論文の内容をまとめている。
このように、本論文は、機械翻訳資源の少ない言務ペアで、どのように効率的で頑健な機械
翻訳資源が構築できるかを、ハンガリー語と日本語との間で例証したもので、同じ手法を、資
源の少ないベアに適用できる画期的な研究成果である。
本論文の内容の一部l士、国際的な学術雑誌に1編掲載され、機械翻訳や自然言語処理関連の
国際会議に6縞の発表を行っている。
以上のように、本研究は、学術的および工学的に価績があり、今後も応用が期待されるすぐ
れた知見を多数含んでおり、博士(工学)の学{立論文として合格と判定する。
最終試験の結果の要旨
本学の規定に従い、本論文およひ潤連分野に関して、口頭による最終試験を行ったo その結
果 申請者は、関連分野を含めて、広しす野における基礎学力を有し、既存の関連研究や関連
論文の内容にもよく通じていることが分かった。また、研究についても、その手法や態度にお
いて、十分な能力を有していることが確認された。
以上のことから、申請者は博士に相当する十分な学力を有しており、博士(工学)の学位授
与に関する最終試験に対して合格であると判定する。
